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寄生虫学実習における 
電子版寄生虫卵アトラスの教育的効果 

小 島 夫美子*§ 藤 本 秀 士* 

[要 旨] 現在、日本国内における寄生虫疾患の減少に伴い医学および臨床検査教育の中で寄生虫学

分野の教育に十分な時間を確保することが困難になりつつある。しかし、国際化の進む日本社会の中

で、輸入寄生虫症の迅速な診断や臨床検査技師の海外貢献を考えると、寄生虫検査の知識や技術の習

得は必要不可欠である。このように限られた時間の中で効率よく寄生虫検査技術を習得させるには新

しい教育方法の構築が必要であり、その一環として e-ラーニングシステムを用いた電子版虫卵アトラ

スを作製した。本アトラスの教育的効果を評価するために、寄生虫学実習を受講中の学生に公開し、

実習期間中は電子版アトラスを自由に閲覧させた。実習期間終了後の鏡検による虫卵鑑別試験および

アンケート調査の結果より、本アトラス導入による高い教育的効果が示唆され、電子版寄生虫卵アト

ラスは寄生虫学実習の有効な補助教材であると考えられた。
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緒 言 

 日本の寄生虫感染率は 1950 年を境に低下の一

途をたどり、国内の医療機関における寄生虫検査

依頼件数は極めて少なくなった。それに伴い、臨

床現場では寄生虫検査に関わる医療技術者の減少

や経験不足による虫卵の検出・鑑別力の低下が起

きている。一方、教育の場でも、寄生虫学教育は

年々軽視される傾向にあり、教材となる虫卵入手

が困難な点も相まって、寄生虫検査の実践教育に

十分な時間を確保することが難しくなりつつある。

この傾向は今後も続くと予想され、この分野での

実践能力の更なる低下が懸念される。このような

状況の中で、寄生虫検査の実践能力低下を防止す

るには、従来の実習内容を削減することなく限ら

れた実習時間で効率よく寄生虫検査に必要な知識

や技術を習得できる新たな教育手法が必要である。 

コンピュータおよびネットワークシステムの整

備が進んだ今日、e-ラーニングシステムは時間や

場所の拘束を受けずに、必要な時にいつでも何処

ででも自由に学習することが可能なため、教育現

場で盛んに活用されている。2010 年に我々は寄

生虫学検査の実践教育を補助する教材として eXe 
教材開発ソフト 

1)を使用し、蠕虫卵を中心とした

電子版寄生虫卵アトラスを作製した。本アトラス

の特徴は、1)学生が虫卵を立体的にイメージでき

るように、寄生虫一種につき多数の虫卵写真を掲

載したこと、2)虫卵の特徴を視覚的に理解できる

よう描画による解説を加えたこと、3)虫めがねツ

ールを導入し、細部をより詳細に観察ができるよ

うにした点である。 

 本アトラスの有効性・学習効果の検証を行うた

めに、本学で寄生虫学実習を開講している期間中、

対象学年に対して WEB 上で電子版虫卵アトラス 
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を公開し、学生が自由に閲覧できるようにした。

そして、本アトラスを利用できた学年と利用でき

なかった学年との実習終了後の実技(鏡検)試験の

結果やアンケート調査により、電子版アトラスの

有効性と学習効果を検証したので報告する。 

I．対象と方法 

1．電子版アトラスの公開 

 平成 22 年度に寄生虫学実習を受講した 3 年次

学生 33 名を対象者とし、平成 22 年 10 月 1 日～

平成 23 年 2 月 1 日の実習期間中、図 1 に示すよ

うな電子版虫卵アトラスを本学の WEB 学習シス

テムを利用して公開した。この間、学生は自由に

閲覧が可能であった。九州大学の WEB 学習シス

テムは Blackboard 社の製品を導入した学習・教

育を支援するためのシステムであり、登録された

学生は学内 LAN や自宅からインターネットを介

して利用できる。 

2．電子版アトラスの評価方法 

 通常の期末試験(鏡検試験による虫卵鑑別試験)

のうち、アトラスで公開した 12 問における成績

と、試験と同時に行ったアンケート結果とを合わ

せて解析して評価した。アンケート内容は 1)寄

生虫学に対する関心と利用頻度、2)利用方法(場

所・時間・目的)、3)アトラスの有用性、4)内容

に対する満足度の 4 項目とし、それぞれの項目に

ついて 4 択(おおいに、普通、少ない、ない)で答

えてもらい、さらに 4)では、その理由について

も自由記述してもらった。また、本アトラスを公

開していない以外、実習も期末試験も同様に行っ

た平成 23 年度受講生の試験結果とも比較した。 

II．結果および考察 

 アンケート結果では、利用場所(複数回答可)で

は学生の 88 % は自宅のパソコンを用いての利用、

また図書館や大学内パソコンでの利用も見られ、

利用する時間帯や利用目的に合わせそれぞれの場

所で利用したと思われる。1 回の平均利用時間は

30～60 分程度が最も多かったが、60 分以上利用

したとする学生も見られた。利用目的を複数回答

形式で尋ねたところ、試験勉強のためが 91 % と

最も多く、ほとんどの学生がアトラスによる虫卵

観察学習を行った上で試験に臨んでいたことがわ

かった。また、実習のための利用方法では、実習

前に予習的に利用する方が多かった(図 2)。これ

は実際に顕微鏡で観察する前に虫卵のイメージを

頭に入れておくことが効率よく実習できること、

本実習の提出レポートの形式が事前学習(観察す

る虫卵の寄生虫について前もって調べて記載した

レポート用紙に、実習当日観察した虫卵のスケッ

チを行い提出する方法)であることなどの影響が

あると考えられる。アトラスの有用性に関する質

問では、学生全員が役に立ったと答え、内容に関

しても 94 % が満足であったと答えた(図 3, 4)。

一方、不満の理由としては、パソコンがうまく作

動しなかった、また要望として、理解できている

かどうかの確認ができるような自己テストを入れ

て欲しいの 2 つが記述されており、内容そのもの

に対しての不満は見られず、概ね満足しているこ

とがわかった。受講学生のうち、寄生虫学に対し

て興味や関心がある学生ほど電子版アトラスの利

用頻度が高い傾向が見られた。しかし、関心はあ

っても全く利用しなかった学生、反対に関心は無

いがおおいに利用した学生もいた(図 5)。これは 

WEB による学習が、普段の学生生活でのパソコ

ン利用状況、あるいは個人の学習意欲などの影響

にもよるためと考えられた。 

 次にアンケート結果をもとに試験結果を解析し

た。アトラスの利用頻度状況により学生を 1)お

おいに利用した、2)利用した、3)少し利用した、

4)利用しなかったの 4 グループに分けて、各グル

ープの試験の成績の平均を求めた。クラス全体の

平均点は 86 点で、グループ 1)は 89.2 点、グルー

プ 2)は 86 点、グループ 3)は 83.3 点、グループ

4)は 67 点となり、利用頻度と得点の間になだら

かな相関が見られた(図 6)。この結果から実習時

間中の顕微鏡観察以外に電子版アトラスを観るこ

とで虫卵のイメージが定着する効果があったと考

えられる。 

 さらに次年度(平成 23 年度)は本アトラスを公

開せず、実習と期末試験は同様に行って成績を比

較した。クラス全体の平均点は 72 点で、アトラス 
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図 1 WEB 学習システム上の電子版寄生虫卵アトラス例(回虫受精卵) 
 アトラスは回虫(受精、不受精)卵、鉤虫卵、鞭虫卵、住血吸虫卵(日本、マンソン、ビルハルツ)、肝吸虫

卵、横川吸虫卵、ウエステルマン肺吸虫卵、無鉤条虫卵、小形条虫卵、縮小条虫卵、赤痢アメーバシスト、

ランブル鞭毛虫シストの計 15 種 16 項目について掲載した。 
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図 2 利用方法 

 A は実習を通してアトラスをどのように利用したかについて、B は利用した場所に

ついて、それぞれ複数回答可で調査した結果を示している。C は 1 回に利用した平均

時間を示したものである。 

 

 
図 3 実習へのアトラスの有用性 

 アトラスの有用性について 4 択で

調査した結果の割合を示す。 

 
図 4 アトラスの満足度 

 アトラスの満足度について 4 択で

調査した結果の割合を示す。 

が利用できた前年度の平均点 86 点より 14 点も低

かった。成績の個人差も大きく、60 点以下の得

点者が 10 人(クラスの 25 %)もいた。これに対し、

アトラスを利用できた学年では 90 点以上の高得

点者が 18 人(クラスの 54.5 %)もおり、満点の学

生が 7 人(クラスの 21 %)も見られた(図 7)。各学

年のクラス特性もあるため、一概に比較はできな

いが、本アトラスを利用することによって寄生虫

学実習に対する興味や関心が助長され、電子アト

ラスの閲覧と実際の虫卵鏡検観察の相乗作用によ

り学生の虫卵鑑別能力が高まったと推察された。 

 WEB を利用した電子版寄生虫卵アトラスは場

所や時間の拘束を受けずに、学生個人のペースに

合わせた学習が可能で、その上何度でも繰り返し

模擬観察ができるため、通常の 1 回きりの鏡検実

習に比べ、卵の形態や特徴のイメージがつかみや 
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図 5 寄生虫学に対する関心と利用頻度 

 A は寄生虫学に対しての学生の関心度の割合を表している。B はアトラス利用頻度の割合を

関心度別(4；おおいにある、3；ある、2；少しある、1；ない)に示したもので、色の濃い方か

ら順に、おおいに利用した、利用した、少し利用した、利用しなかった、を示す。 

 

 
図 6 アトラス利用頻度別鏡検試験の結果 

 クラス全体の平均点は 86 点で、利用頻度の高いグループから順に 89.2 点、86 点、

83.3 点、67 点となり利用頻度と得点の間になだらかな相関が見られた。 

 

 
図 7 アトラス利用と非利用学生における実習試験結果の比較 

 クラス全体の平均点は、利用した学生群の 86 点に比べて利用しなかった学生群は

72 点と低く、その上、利用しなかった学生群の方が点数のバラツキが大きかった。 
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すく識別能力を高める効果があると思われ、実践

実習を補佐する上で教育的効果の高い教材と言え

る。しかし、利用するか否かは IT 環境や学生自

身の学習意欲、寄生虫学に対する興味・関心に依

存する。この点に関しては、教員側からのアトラ

ス利用の指導徹底に努めることや実技試験などに

よる質の担保が肝要と考える。 

III．結   語 

 寄生虫学教育は年々軽視される傾向にあり、教

材となる虫卵入手が困難な点も相まって、寄生虫

検査に関する実践教育に十分な時間を確保するこ

とが難しくなりつつある。このような状況で国際

化に対応可能な臨床検査技師を育成するには従来

の実習内容を削減することなく、寄生虫検査に必

要な知識や技術を習得できる新たな教育手法を構

築する必要がある。今回、WEB を利用した電子

版寄生虫卵アトラスを作製し寄生虫学実習におけ

る補助教材として試行した。結果、限られた実習

時間内に効率よく学習可能で、教育効果が高まる

と考えられた。今後は多様な OS 環境への対応、

項目内容の充実、学習効果の自己確認システム導

入などの改善・改良を加えながら活用していきた

いと考える。 

文   献 

 1) eXe(elearning XHTML editor) 

    http://exelearning.org/ 
 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


